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豊島岡女子学園・理科化学問題のくわしい解説

すぐる学習会

平成31年第２回

２
(1) 物質Ｄは水に溶けるので，ろ紙を通り抜けてビーカーＹに移るはずです。

ところが，ろ過の作業が不十分だと，ガラス棒やろ紙，ろう斗に物質Ｄがこびり

ついている可能性があります。

また，ろ紙上には水に溶けない物質であるＣだけが残るはずですが，Ｃの中にＤ

が入り込み，動けなくなってろ紙を通り抜けられない可能性もあります。

そこで，十分な量を水をかけて物質Ｄを溶かし，ろ紙を通り抜けさせる必要があ

るのです。

よって答えは「お」になります。

(2) ビーカーＸやろう斗，ガラス棒に固体は見られなかったのですから，水に溶けな

い物質であるＣはすべてろ紙上にあり，水に溶ける物質であるＤはすべてビーカー

Ｙの中に水溶液として溶けていることになります。

よって答えは「え」「お」になります。

(3) 乾燥したろ紙の重さは1.2ｇです。

ろう斗からろ紙を取り，重さをはかったところ19.4ｇでしたが，このろ紙にはＣ

だけでなく，水の重さもふくまれているのですから，Ｃの重さはわかりません。

しかし乾燥後のろ紙の重さは15.6ｇなので，乾燥したろ紙とＣの重さの合計が

15.6ｇであることがわかり，乾燥したろ紙の重さは1.2ｇですから，Ｃの重さは，

15.6－1.2＝14.4（ｇ）になります。

(4) もともとＡは6ｇ，Ｂは17ｇですから，ＡとＢの合計の重さは，6＋17＝23（ｇ）

でした。

反応した後も重さの合計は変わらないので，ＣとＤの重さの合計も23ｇです。

ところで(3)で求めた通り，Ｃの重さは14.4ｇです。

よって，Ｄの重さは，23－14.4＝8.6（ｇ）です。

ビーカーＹの内容物252ｇのうち，Ｄは8.6ｇですから，Ｄの濃度は，

8.6÷252＝0.0341… → 3.4％になります。
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(5) (4)で求めた通り，Ｄの重さは8.6ｇです。

また，ビーカーＹ内の内容物の重さは252ｇで，Ｄは8.6ｇ溶けているのですから，

ビーカーＹ内の水の重さは，252－8.6＝243.4（ｇ）です。…（ア）

この問題では，Ｄが4.3ｇだけ溶けきれずに出てくるようにしたいのですから，

8.6－4.3＝4.3（ｇ）が水に溶けている状態にすればよいことになります。

ところで20℃のときは，Ｄは水100ｇに86ｇまで溶けることがわかっています。

86÷4.3＝20 ですから，水は100ｇの20分の1だけあればよいので，100÷20＝5（ｇ）

の水があれば，4.3ｇのＤを溶かすことができます。…（イ）

（ア）によって，ビーカーＹ内に水は243.4ｇあることがわかっていて，（イ）に

よって，水が5ｇになれば，Ｄが4.3ｇだけ溶けきれずに出てくることがわかりまし

たから，蒸発させる水の重さは，243.4－5＝238.4（ｇ）になります。

(6) (5)では，どういう状態になったかを整理しておきます。

水は5ｇだけ残っています。Ｄは8.6ｇあって，そのうち4.3ｇが溶けていて，残り

4.3ｇが溶けきれずに出ている状態です。

(6)では，水溶液の温度を10℃にしたそうです。

(5)の問題文に書いてある通り，Ｄは10℃の水100ｇに80ｇ溶けるそうです。

いま，水の重さは5ｇですから，100ｇの20分の1です。

よって溶かすことのできるＤの重さも20分の1になり，80÷20＝4（ｇ）のＤを溶

かすことができます。

Ｄは全部で8.6ｇあって，そのうち4ｇを溶かすことができるのですから，溶けき

れずに出てくるＤの重さは，8.6－4＝4.6（ｇ）です。

この問題は，すべてのＤの重さ（＝8.6ｇ）のうち，何％が溶けきれずに出てくる

（＝4.6ｇ）のかを求めるのですから，

4.6÷8.6＝0.5348… → 53.5％になります。


